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★非常持ち出し品リスト★
○食料・飲料
　□水（１人１日３リットル目安は2～3日分）
　□食料（１人１日３食目安は2～3日分）
　□食器等（紙皿・紙コップ・ラップ・缶切り・ナイフ・ライター）
○衣類・寝具
　□長袖衣類・下着・靴下
　□手袋
　□毛布・タオル
　□防寒具
○日用品
　□ポリ袋・ゴミ袋
　□懐中電灯（予備乾電池）
　□携帯ラジオ（予備乾電池）
　□テイッシュ・ぬれナプキン
　□赤ちゃん用品（粉ミルク・哺乳ビン・紙おむつ）
　□筆記用具
○医薬品
　□治療常用薬品
　□かぜ薬・鎮痛剤・整腸剤
　□包帯・バンソウコウ・綿棒
　□消毒液
○貴重品
　□現金
　□印鑑
　□保険証
　□通帳

　８月１日に開所いたしました障害者支援施設「常総ふれあいの杜」では、現在常総広域圏内より50名の入所者があり、障害者
と常総ふれあいの杜職員が力を合わせて、障害者自立のための支援活動を取り組んでいるところです。
　常総ふれあいの杜で実施している事業は、施設入所支援（常時介護を必要とする障害者に入所による夜間の入浴、排泄及び食事
の介護等を支援するサービス）、生活介護支援（常時介護を必要とする障害者に、日中入浴、排泄、食事の介護等を行い、創作的
活動または生産的活動の機会を提供するサービ
ス）、短期入所支援（居宅者介護者の事情による
短期間の入所サービス）を実施しています。
具体的には、食事、排泄、入浴の支援や日中活
動として野外環境整備（花壇の整備、草花の生
育作業）、室内においては各種ゲーム、絵本読み、
楽器の演奏等です。
　今後については、生産的活動として、農耕作業、
受注作業や創作的活動として、陶芸活動、軽運
動活動を行い、また機能回復訓練として、リハ
ビリ、マッサージ等を実施していく計画です。

フォト・インフォメーション

　「常総ふれあいの杜に入所して、先生たちと一緒に楽しく作業したり遊んだり
して、友達と仲良く過ごしています。部屋が個室なので一人でゆっくりとでき
ます。また、施設が家の近くにあるので、大好きなお父さん、お姉さんがたび
たび来てくれるので楽しみにしています。これからもっとお友達が増えると聞
いているので、一緒に絵を描いたり、クッキー作りをしていきたいです。」

入所者の声

　突然、大きな地震に襲われたとき、あなたは適切な行動がとれますか？　平成７
年の１月に兵庫県南部地方を襲った阪神・淡路大震災は戦後最悪の震災といわれ
ています。また、平成16年 10月には新潟県中越地方にＭ7.4 の地震が発生し、
60数名の方が亡くなられております。更に平成19年７月には、再び新潟県中越
地方にＭ6.8 の地震が発生しています。
　地震はいつ起こるが分かりません、その為に常日頃から地震に備えての準備等を
しておきましょう。

地震に備えて、

○揺れがきたら、火の始末（大きな揺れの時は身の安全）
○テーブルの下などに身をかくす（布団などで頭を守る）
○�戸を開けて、出口を確保（建物がゆがんで出られなくなるお
それあり）

○あわてて外に飛び出さない（落下物で負傷のおそれあり）
○火が出たらすぐ消火
○門や塀には近づかない（余震などで倒壊のおそれあり）
○室内のガラス等の破片に気をつける
○�各自が協力しあって応急救護（防災訓練等へ積極的に参加し
ましょう）

○�自治体やテレビ、ラジオから正しい情報の入手（デマに惑わ
されない）

地震の時の心得

地震に備えて、

フォト・インフォメーション

地震に備えて、
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ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●常総地方老人福祉センター「白寿荘」	 0２９７	（４８）	３２１７
●常総環境センター	 0２９７	（４８）	２３１４
●常総運動公園	 0２９７	（４８）	5６７5
●常総広域消防	 0２９７	（２３）	0１１９

●消防テレホンサービス	 0２９７	（２２）	0１１９
	 （常総〈石下地区を除く〉 ・ 守谷 ・ つくばみらい地区）
●常総広域視聴覚ライブラリー	 0２９７	（４８）	２３３９
●県南総合防災センター	 0２９７	（８３）	２７７６

第１回 常総環境センターふれあいデー開催
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第１回 常総環境センターふれあいデー開催

アクアビクス よさこいソーラン

模擬店・フリーマーケット

ステージ

白寿荘

環境センター

白寿園

総合受付

水海道小学校
金管バンド演奏

総合受付

ペットロケットとばし
キックターゲット
ストラックアウト

カラオケ大会

各市物産展

施設見学・展示

グラウンドゴルフ大会

11 月 23 日開催

第１回 常総環境センターふれあいデー開催

ジャズバンド等ジャズバンド等

1 2 3
4 5 6
7 8 9

～参加者募集～～参加者募集～
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　当組合の事務・事業で排出され
た平成 18 年度温室効果ガスの量は
21,101t − CO２となり、前年度に
比較すると 159.8％の増となりまし
た。これは常総環境センターにお
けるごみ焼却量の増加とごみ焼却
量に含まれるプラスチック類の量
が増えたことが主な要因です。
　当組合の CO２の排出量は事業部
門別にみると常総環境センターが
組合全体の 94.3％を占め、ごみ焼
却量とこれに含まれるプラスチッ
ク類の量によって大きく左右され
ます。今後、CO２削減に向け、構
成市とともにごみの減量や分別の
徹底を図っていきます。また、節電、
公用車の経済運転、エコ製品の率
先購入を実施していきます。

温室効果ガス排出量

環境管理項目
平成１７年度
（t‐CO２）

平成１８年度
（t‐CO２）

前年度比較
増減量

（t‐CO２）
増減率
	（％）

温室効果ガス
排出量 ８,１２３ ２１,１0１ １２,９７８	 １5９.８

燃料使用によ
る排出量 ４３７ ４３３ − ４	 − 0.９

電気使用によ
る排出量 １,３７１ １,２９９ − ７２	 − 5.３

一般廃棄物焼却
による排出量
（焼却量）

６,３１２

（６0,８5３t）

１９,３６４

（６２,９９２t）

１３,05２

（２,１３９t）

２0６.８

（３.5％）

自動車走行に
よる排出量 ３ 5 ２	 ６６.７
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平成18 年度ダイオキシン類調査結果
常総環境センターでは、センターの周辺、主に煙の流れる３方向各1㎞・
2㎞地点を7箇所、及び比較参考のため圏域内各地で６箇所、計13箇
所について、大気は年４回、土壌は年１回のダイオキシン類の調査を行
いました。また、焼却施設の排出ガス類は年２回行い、いずれも基準値
を下回りました。結果は次のとおりです。

■大気環境調査	 	 	
　	　秋季と冬季に高いのは、空気が乾燥しているため、浮遊している粉塵量が多
く、その粉塵に付着しているダイオキシン類が検出されるため、高くなる傾向
にあります。周辺及び圏域内各地の平均値はいづれも 0.12 ピコグラムで、国
の環境基準値 0.6 ピコグラムを下回っています。

■土壌環境調査
　	　周辺平均値が 12.9 ピコグラムで、国の環境
基準値 1,000 ピコグラムを下回っています。

■排出ガス中ダイオキシン類調査
　�　各炉の平均値が 0.21 ナノグラムで、国の排
出規制値１を下回っています。

■焼却灰・焼却飛灰中ダイオキシン類調査
　�　焼却灰の平均値が 0.012、焼却飛灰の平均値
が 0.56 で、排出規制値３を下回っています。

測　定　場　所 土壌濃度
大　気　濃　度

年平均 春期 夏期 秋期 冬期

セ
ン
タ
ー
周
辺
地
区

保食神社（大木） １0 0.１２	 0.0６１ 0.0６６ 0.２１ 0.１６
清滝寺（板戸井） ２７ 0.１３	 0.0６0 0.0４７	 0.２１ 0.１９
大円寺（大木） １４ 0.１４ 0.0７４ 0.0４８ 0.１８ 0.２４
野木崎保育所 １.６ 0.１１	 0.0８７	 0.050	 0.１７ 0.１5
香取神社（立沢） ３１ 0.１２	 0.0８７	 0.0６5 0.１７ 0.１６
正安寺（野木崎） ６.３ 0.0９	 0.0７６	 0.0６３ 0.１４ 0.0９８
大野小学校 0.４９ 0.１0	 0.0９４	 0.0６5 0.１5 0.0９９

参　

考　

地　

区

守谷小学校 ２.２ 0.0９	 0.0６９	 0.0３5 0.１5 0.１0
常総市役所 − 0.１３	 0.１0 0.0６３ 0.１5 0.１９
取手市役所 − 0.１0	 0.0６９ 0.0４８ 0.１４ 0.１６
取手市藤代庁舎 − 0.１４	 0.0９5 0.0９２ 0.１８ 0.２0
つくばみらい市伊奈庁舎 − 0.１２	 0.１１ 0.0４0 0.１４ 0.１９
つくばみらい市谷和原庁舎 − 0.１２	 0.0８８ 0.0３９ 0.１９ 0.１７

センター周辺７箇所平均値 12.9 0.12 0.077 0.058 0.18 0.16 
参考地区平均値 0.12 0.09 0.05 0.16 0.17 
環境基準値 1,000 0.6

区　　　分
排　出　ガ　ス

焼却灰 焼却飛灰
１号炉 ２号炉 ３号炉 平均

１　回　目 0.３１ 0.0３７ 0.１5 0.１７	 0.00３４ 0.６３
２　回　目 0.３0 0.１２ 0.３３ 0.２5	 0.0２１ 0.４８
平　　　均 0.31 0.079 0.24 0.21 0.012 0.56
排出規制値 1 3

（単位　排ガス：ナノ g－ TEQ／ｍ３Ｎ　焼却灰及び焼却飛灰：ナノ g－ TEQ／ g）

＊ピコ g＝１兆分の１g　　ナノ g＝ 10 億分の１g
　TEQ＝最も毒性の高い�, ３, ７, ８－ダイオキシンに換算した値

（単位　土壌：ピコ g－ TEQ／ g　　大気：ピコ g－ TEQ／ｍ３）

第一病院
　■

常総環境センター
　■
常総運動公園

　●
保食神社

●大円寺

●野木崎
　保育所

香取神社
　●

正安寺
● 大野

小学校
　　●

■守谷高校
　●
清滝寺 ふ

れ
あ
い
道
路

　　　  ■
守谷市役所

常
磐
自
動
車
道

鬼
怒
川

測定位置図　●：測定場所

■アサヒ
　ビール工場

　当組合では、平成 20 年１月の完成をめざし、１日あたり 3.8
トンの処理ができる生ごみ堆肥化施設を建設しています。この施
設では協力地区より集めた生ごみを堆肥化することで、ごみを減
量化・資源化するためで、さらには生ごみを焼却した場合の二酸
化炭素を削減することにもなります。
　現在、この事業に参加していただくモデル地区を募集していま
す。協力世帯には 10 リットル入りのペール（抗酸化処理バケツ）
と生ごみ専用袋を無料配布し、台所の生ごみだけを入れ、週２回、
自宅門口に出していただきます。これを戸別収集し、生ごみ専用
袋のみを回収します。
　各市担当課より募集案内がありますので、生ごみ分別排出に協
力いただきますようお願いします。

ご協力を
お願いし
ます

⇨
水を切り、台所の生ごみ
だけを出してください

自宅前に出して下さい

週２回戸別収集ペールとゴミ袋を無料配布 堆肥化施設

●生ゴミは種菌と混ぜ、
１次発酵（7日）、2次発
酵（６日）、熟成（14日）
を経て、約1ヶ月で堆
肥ができます。
●協力世帯の希望者の
方にもお分けします。

⇨

袋詰堆肥

フタ

専用袋

ペール

区　分 管理課 老人福祉
センター

常総環境
センター

常総運動
公園 消　防 広域全体

温室効果ガス （t–CO２ ） ６３ １5６ １９,９05 ４７5 50２ ２１,１0１
前年度比 （％ ） − １.６ − ６.0 １８６.６ − ２.5 ９.１ １5９.８

温室効果ガスが増えた事業所は、焼却量が増えた環境センターと旧伊奈町
消防が新たに加入した消防です。その他の事業所は節電等により温室効果
ガスが削減されました。

管理課
常総運動公園

常総環境センター

老人福祉センター

消防

平成18 年度ダイオキシン類調査結果

温室効果ガスの排出状況生ごみ堆肥化協力モデル地区募集
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議
会
報
告

《
開
催
日
》
10
月
19
日（
金
）

《�

内
容
》　

個
人
戦
で
24
ホ
ー
ル

の
合
計
打
数
を
競
う

《
募
集
人
員
》　

各
市
30
名

《�

申
込
期
間
》
８
月
30
日
～
９
月

19
日
ま
で

《�

申
込
方
法
》
各
市
の
担
当
窓　

白
寿
荘
行
事
申
込
窓
口

・
常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡（
23
）２
２
３
３

・
取
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡（
73
）３
０
１
０

・�

守
谷
市
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

グ
ル
ー
プ　

℡（
45
）１
１
１
１

・�

つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉
課

　

℡（
58
）２
１
１
１

・
坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡（
35
）４
８
１
１

《
開
催
日
》
10
月
７
日（
日
）

《�

会
場
》
常
総
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

《�

参
加
対
象
》
高
校
生
以
上
で
常

総
広
域
圏（
常
総
市
・
取
手
市
・

つ
く
ば
み
ら
い
市
・
守
谷
市
・

坂
東
市
）に
在
住
・
在
勤
在
校
者
。

《�

募
集
組
数
》
ダ
ブ
ル
ス　

男
女

合
計
１
０
０
組（
先
着
順
）

《
参
加
費
》
１
組
３
，
０
０
０
円

《�

募
集
期
間
》
９
月
１
日（
土
）～

９
月
24
日（
月
・
祝
）の
９
時
～

17
時（
９
月
３
・
４
・
10
・

11
・
18
・
19
日
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。）

《�

申
込
方
法
》
参
加
申
込
書
と
参

加
費
を
添
え
て
、
常
総
運
動
公

園
総
合
体
育
館
内
受
付
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�　

な
お
、
９
月
24
日（
月
）以
降

の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、

参
加
費
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

　

�（
大
会
要
綱
及
び
参
加
申
込
書

は
常
総
運
動
公
園
総
合
体
育
館

内
受
付
に
て
配
布
）

《�

問
合
せ
先
》　　
　
　
　
　
　

常
総
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　

℡�

０
２
９
７（
48
）５
６
７
５

　

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
映
像
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《�

内
容
》
編
集
の
講
義
、
映
像
・

タ
イ
ト
ル
・
音
声
編
集

《�

日
時
》
・
11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

・
12
月
２
日（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　

�

※
申
込
の
際
は
11
月
18
日
ま
た

は
12
月
２
日
の
ど
ち
ら
か
の
希

望
日
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

《�

場
所
》
組
合
管
理
事
務
所

《�

募
集
人
員
》
各
15
名（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

《�

受
講
対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内

に
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生
は

除
く
）

《
受
講
料
》
無
料

《�

持
参
す
る
も
の
》
筆
記
用
具
・

昼
食

《�

申
込
期
限
》
11
月
１
日（
木
）�

午
後
５
時
ま
で

《�

申
込
方
法
》
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事

務
局
へ
電
話
又
は
直
接
申
込
み
。

　

℡�

０
２
９
７（
48
）２
３
３
９

　

ビ
デ
オ
教
室
が
開
講
以
来
、
10

周
を
迎
え
ま
す
。
お
か
げ
様
で
多

く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
ご
ろ
の
感
謝
と
10
周
年
を
記
念

し
て
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。
あ
な
た
の
日
頃
の
成
果
を

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《�

応
募
資
格
》
常
総
広
域
圏
内
に

在
住
在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

（
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

《�
募
集
作
品
》

　

①�
作
品
の
テ
ー
マ
は
自
由
。

　
　
（
反
社
会
的
な
内
容
は
除
く
）

　

②�

未
発
表
作
品
。（
過
去
の
発

表
作
品
を
出
品
し
た
場
合
は

除
外
す
る
）

　

③�

上
映
時
間
は
10
分
以
内
。

　

�

④�

作
品
の
応
募
は
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
Ｄ
Ｖ
Ｃ
）、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
す
る
。

　

⑤�

応
募
は
、
１
人
又
は
１
団
体

で
３
点
以
内
。
但
し
、
作
品

は
１
作
品
毎
に
１
本
の
メ
デ

ィ
ア
に
収
録
す
る
こ
と
。

《�

締
切
り
》
10
月
31
日（
水
）必
着

《�

応
募
方
法
》
作
品
１
点
に
つ
き

応
募
先
の
窓
口
に
あ
る
応
募
票

１
枚
を
添
付
し
て
、
持
参
又
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

《�

応
募
先
》

　

〒
3
0
2
‐
0
1
1
7

　

�

守
谷
市
野
木
崎
２
５
２
２　

常

総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

事
務
局　

℡�

０
２
９
７（
４

８
）２
３
３
９

☆
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
近
隣
会
場
抜
粋
）

《
申
請
先
》

　

�

〒
3
1
0
‐
0
8
5
2�

水
戸

市
笠
原
町
9
7
8
‐
２
５　

茨

城
県
開
発
公
社
ビ
ル
4
F

　

�

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
茨

城
支
部（
℡
0
2
9
‐
3
0
1

‐
1
1
5
0
）

　
�

※
受
験
願
書
等
は
、
消
防
本
部
、

水
海
道
消
防
署
・
守
谷
消
防
署
・

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
及
び
各

出
張
所
で
配
布
。

☆�

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会�
（
近
隣
会
場
抜
粋
）

《
種
類
》
乙
種
第
４
類

《�

開
催
日
》
１
月
24
日（
木
）・
25

日（
金
）

《��

受
講
会
場
》
文
部
科
学
省
研
究

交
流
セ
ン
タ
ー

《
申
込
期
日
》
１
月
10
日（
木
）

　

�

た
だ
し
、
郵
送
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
は
、
12
月

１
～
１
月
10
日
必
着

《�

申
込
先
》
つ
く
ば
市
消
防
本
部

《
お
問
合
せ
》

　

�

〒
3
1
0
‐
0
8
5
2　

水
戸

市
笠
原
町
9
7
8
‐
２
５　

茨

城
県
開
発
公
社
ビ
ル
4
F

�　

�

財
団
法
人
茨
城
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

　
（��

℡
0
2
9
‐
3
0
1
‐
１
０

６
０
）

☆
補
足
講
習
会

《
種
類
》
乙
種
第
４
類
、
丙
種

《�

講
習
科
目
》
危
険
物
に
関
す
る

法
令
、
基
礎
的
な
物
理
学
及
び

化
学
、
危
険
物
の
性
質
並
び
に

そ
の
火
災
予
防
及
び
消
火
方
法
。

《�

日
時
》
９
月
28
日（
金
）９
時
～

16
時

《�

受
講
会
場
》
常
総
広
域
消
防
本

部
２
階
会
議
室

《
定
員
》
35
名

《
申
込
及
び
お
問
合
せ
》

　

常
総
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　

℡（
23
）０
９
０
４

　

常
総
市
水
海
道
山
田
町
8
0
8

　

�

※
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
、

水
海
道
消
防
署
・
守
谷
消
防
署
・

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
及
び
各

出
張
所
で
配
布
。

　

取
手
市
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

取
手
市
で
は
展
示
や
販
売
な
ど

様
々
な
催
し
を
計
画
し
て
お
り
、

県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
防
災
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
小

学
生
が
描
い
た
防
災
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
や
非
常
食
の
試
食
・
販
売
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
防
災
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

《�
日
時
》
11
月
17
日（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

《�

場
所
》
藤
代
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、
県
南
総

合
防
災
セ
ン
タ
ー

●�

普
通
救
命
講
習
会
開
催

　

常
総
広
域
消
防
本
部
水
海
道
消

防
署
で
は
、
常
総
市
職
員
及
び
市

内
小
・
中
学
校
の
教
論
等
を
対
象

に
７
月
12
・
13
日
の
２
日
間
、
常

総
広
域
消
防
本
部
会
議
室
に
於
い

て
３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
常
総

市
内
各
小
・
中
学
校
等
の
公
共
施

設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）を
配
置
し
た
事
に
よ
り
講

習
会
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

受
講
者
は
慣
れ
な
い
操
作
に
戸

惑
い
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

皆
真
剣
に
受
講
し
、
最
後
に
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
完
璧
に
体
得
し
自

信
満
々
の
よ
う
で
し
た
。

●�

第
９
回
常
総
広
域
圏
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
大
会

（
８
月
１
・
２
日
参
加
７
校
）

優　

勝　

伊
奈
高
等
学
校

準
優
勝　

�

江
戸
川
学
園
取
手
高
等
学
校

三　

位　

藤
代
紫
水
高
等
学
校

●�

第
30
回
常
総
広
域
圏
中
学
校
対

抗
球
技
大
会

（
８
月
18
・
19
・
20
・
21
・
22
日
）

〈
野
球
の
部
〉（
参
加
24
校
）

優　

勝　

猿
島
中
学
校（
板
東
市
）

準
優
勝　

永
山
中
学
校（
取
手
市
）

三　

位　

藤
代
中
学
校（
取
手
市
）

三　

位　
坂
東
東
中
学
校（
坂
東
市
）

〈
サ
ッ
カ
ー
の
部
〉（
参
加
20
校
）

優　

勝　
け
や
き
台
中
学
校（
守
谷
市
）

準
優
勝　

永
山
中
学
校（
取
手
市
）

三　

位　
小
絹
中
学
校（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

三　

位　
坂
東
南
中
学
校（
坂
東
市
）

〈
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
〉

（
男
子
団
体
）参
加
12
校

優　

勝　
藤
代
南
中
学
校（
取
手
市
）

準
優
勝　
小
絹
中
学
校（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

三　

位　
御
所
ヶ
丘
中
学
校（
守
谷
市
）

三　

位　

猿
島
中
学
校（
坂
東
市
）

（
男
子
個
人
）参
加
46
組

優　

勝　
小
更
・
田
口
組（
藤
代
南
中
）

準
優
勝　
渡
部
・
合
田
組（
藤
代
南
中
）

三　

位　
山
内
・
田
中
組（
小
絹
中
）

三　

位　
鈴
木
・
工
藤
組（
藤
代
中
）

（
女
子
団
体
）参
加
16
校

優　

勝　
け
や
き
台
中
学
校（
守
谷
市
）

準
優
勝　
取
手
東
中
学
校（
取
手
市
）

三　

位　
伊
奈
東
中
学
校（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

三　

位　
小
絹
中
学
校（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

（
女
子
個
人
）参
加
64
組

優　

勝　
松
本
・
久
能
組（
け
や
き
台
中
）

準
優
勝　
鈴
木
・
彌
本
組（
け
や
き
台
中
）

三　

位　
津
留
見
・
大
野
組（
小
絹
中
）

三　

位　

大
元
・
林
組（
小
絹
中
）

募
集
コ
ー
ナ
ー

常
総
地
方
老
人
福
祉�

セ
ン
タ
ー「
白
寿
荘
」

結
果
報
告

議
会
報
告

◇�

議
会
全
員
協
議
会（
5
月
28
日
）

・�

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
更
新

事
業
の
進
捗
状
況
報
告

・�

障
害
者
支
援
施
設
の
開
所
に

つ
い
て

◇�

組
合
議
会
臨
時
会（
5
月
28
日
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

�（
生
ご
み
た
い
肥
化
処
理
施

設
建
設
工
事
）

・
組
合
議
会
副
議
長
の
選
挙

　

�（
つ
く
ば
み
ら
い
市
選
出
議

員
の
神か
ん

立だ
つ

精せ
い

之じ

氏
が
就
任
）

・�

組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
同
意

　

�（
大
塚
修（
常
総
市
教
育
長
・

新
任
）、
北
村
裕
信
氏（
守
谷

市
教
育
長
・
再
任
）を
選
任

同
意
）

常
総
広
域
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

常
総
広
域
圏

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

映
像
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

常
総
広
域
消
防

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会
の
案
内

常
総
広
域
圏

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

甲　種
乙　種
第１類
～６類
丙　種

D
日
程

試 験 日 10月27日(土)

試験会場 下館工業高等学校
受験願書
受付期間

　９月３日(月)
～９月14日(金)

E
日
程

試 験 日 2月3日(日)

試験会場 つくば工科高等学校
受験願書
受付期間

12月12日(水)
～ 12月26日(水)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

の
開
催

ビ
デ
オ
編
集
講
座

「
パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」

常
総
運
動
公
園


